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所長のひとりごと ２７  

                 少年自然の家所長  三 井 一 則 

 

年明けから連日寒い日が続きました。３季ぶりの出現が期待された今年の諏訪湖も「明けの海」

で終わってしまい、諏訪の神の湖を渡る恋の道「御神渡り」を見ることはできませんでした。大

寒波が来て寒い日がもっと続かないとできないということは、知らず慣れてしまった緩んだ気候

をもっと辛抱しないと自然の作り出す造詣を見ることができないということです。寒さは苦手で

も自然界の現象が消えてゆくのは残念なことだと身勝手に思ってしまいます。気象予報士の話で

は、北のオホーツク海では知床に接岸する流氷も減っていくのではないかとか、比較のしようが

ないけれど、やっぱり温暖化・・・・ 

今のところ大雪も２回くらいでこのまま春に突入とも思えませんが、寒さ厳しいこの地方で

も、平地では福寿草の花便りを見る時期と成りました。確実にめぐった季節は、褐色の林に春一

番の黄色の色付けをする仕度が整っているようです。 
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４
月
か
ら
平
成
23
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
４
月
半
ば

か
ら
小
学
校
と
中
学
校
の
自
然
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
中
学
校
52
校

の
う
ち
44
校
は
冬
の
ス
キ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
に
や
っ
て
く
る
の
は
中
学
校
８
校
、
小
学
校
113
校
で
す
。

来
る
子
ど
も
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
少
年
自
然
の
家
で
用
意
す

る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
れ
ほ
ど
変
え
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
が
、

少
し
で
も
よ
り
良
い
、
そ
し
て
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
よ
う

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
、

井
戸
尻
考
古
館
、
実
践
農
業
大
学
、
周
辺
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
で
は
繭
玉
ラ
ン
プ
シ
ェ

ー
ド
作
り
、
ル
バ
ー
ム
ジ
ャ
ム
作
り
な
ど
を
今
ま
で
の
入
笠
山
ハ
イ

キ
ン
グ
の
ほ
か
に
加
え
ま
す
。
井
戸
尻
考
古
館
で
は
考
古
館
・
資
料

館
見
学
の
ほ
か
に
縄
文
人
の
行
っ
て
い
た
火
起
し
体
験
が
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
実
践
農
業
大
学
で
は
畜
産
体
験
、
農
業
体

験
、
森
林
体
験
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
加
工
体
験
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
に
豊
か
な
体
験
に

基
づ
い
た
話
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
自
然
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ
た

り
す
る
活
動
も
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
年
度
末
の
整
理
と
、
新
年
度

へ
向
け
い
ろ
い
ろ
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

新
年
度
に
向
け
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備 
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 １
月
、
２
月
に
実
施
し
た
事
業
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

自
然
紀
行
⑩
～
ス
キ
ー
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
直

行
便
１
～
を
１
月
22
～
23
日
に
計
画

し
ま
し
た
。
６
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
キ
ャ
ン

セ
ル
が
相
次
ぎ
、
残
念
な
が
ら
中
止
に

な
り
ま
し
た
。 

自
然
紀
行
⑪
～
ス
キ
ー
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
直

行
便
２
～
を
２
月
５
～
６
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
２
日
間
パ

ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
夜
は
ア
ス
ト
ロ

ハ
ウ
ス
で
30
分
ほ
ど
星
空
を
観
察
し

た
あ
と
、
高
原
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
た

暗
い
夜
空
に
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
る

オ
ー
ロ
ラ
を
見
学
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
本
物
の
オ
ー
ロ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

レ
ー
ザ
ー
で
作
り
出
す
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ

ー
で
す
。
参
加
者
は
５
家
族
17
名
で
し

た
。
会
場
は
大
変
な
人
気
で
１
千
名
以

上
の
見
学
者
が
あ
り
、
大
変
混
雑
し
て

い
ま
し
た
。 

 
自
然
紀
行
⑫
～
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン

グ
～
を
２
月
26
～
27
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
初
日
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
初
体
験

の
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
足
慣
ら
し
に

雪
に
埋
も
れ
た
入
笠
山
湿
原
を
歩
き
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
感
覚
を
確
か
め
ま
し

た
。
２
日
目
は
蓼
科
山
へ
行
き
、
美
し

い
冬
山
の
自
然
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま

た
、
う
さ
ぎ
や
キ
ツ
ネ
の
足
跡
を
見
た

り
、
じ
っ
と
寒
さ
に
耐
え
春
を
待
っ
て

い
る
植
物
の
冬
芽
な
ど
の
自
然
観
察
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
大
人
12
名
、
子

ど
も
２
名
の
14
名
で
し
た
。 

ふ
じ
み
星
空
観
察
会 

１
月
28
日
、
２
月
25
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
１
月
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
オ
リ

オ
ン
座
を
始
め
と
す
る
冬
の
星
座
を
満

喫
し
、
天
体
望
遠
鏡
で
木
星
や
全
天
で

一
番
赤
い
と
い
わ
れ
て
い
る
深
紅
色
星
、

う
さ
ぎ
座
の
ク
レ
ム
ズ
ン
ス
タ
ー
や
夜

空
に
宝
石
を
ば
ら
ま
い
た
よ
う
な
散
開

星
団
や
、
今
ま
さ
に
星
が
誕
生
し
て
い

る
、
望
遠
鏡
の
視
野
一
杯
に
広
が
る
オ

リ
オ
ン
座
の
大
星
雲
な
ど
を
眺
め
ま
し

た
。
２
月
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
２
月
の

星
座
を
眺
め
た
り
、
ス
ペ
ク
ト
ル
型
の

違
う
星
の
色
を
見
比
べ
た
り
し
ま
し
た
。

１
月
の
参
加
者
は
34
名
、
２
月
は
29

名
で
し
た
。 

 

主 

催 

事 

業 

甘
い
ツ
ラ
ラ 

所
内
の
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
木
に
ツ
ラ
ラ
を
見
つ

け
ま
し
た
。
樹
皮
が
傷
つ
い
た
と
こ
ら
か
ら
染

み
出
し
て
い
ま
す
。
も
し
や
！
と
口
に
す
る

と
、
ほ
の
か
に
甘
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
カ

ナ
ダ
で
は
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
の
樹
液
を
煮
詰
め

て
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
が
、
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
も
同
じ
カ
エ
デ
属
で
す
。
ま
だ
冬
支
度

の
森
の
中
で
、
モ
ミ
ジ
は
い
ち
早
く
地
下
の
水

分
を
吸
い
上
げ
て
、
春
の
準
備
を
し
て
い
た
の

で
し
た
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
冬
の
間
に
凍

っ
て
使
わ
れ
な
か
っ
た
水
分
輸
送
経
路
で
あ

る
導
管
を
復
活
す
る
た
め
に
、
水
よ
り
濃
い
濃

度
の
糖
分
を
蓄
え
る
こ
と
で
根
か
ら
水
分
を

吸
い
上
げ
る
力
を
作
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。
導
管
内
の
糖
分
濃
度
が
濃
い
と
そ
れ
を
薄

め
よ
う
と
土
の
中
の
水
分
が
浸
入
し
続
け
、
管

の
中
の
水
分
を
上
へ
上
へ
と
押
し
出
す
の
だ

そ
う
で
す
。
い
つ
も 

植
物
の
持
っ
て
い
る 

力
に
は
驚
く
ば
か
り 

で

す
。（
Ｋ
）

 

スノーシューハイキング 
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タイトル 内   容 開 催 日 メ  モ 

八ヶ岳自然紀行 

 

毎 回 テ ー マ を 決

め、３５名程度を

募集し、宿泊体験

を通して、八ヶ岳

の自然、地域、文

化への理解を深め

ると共に、参加者

相互の交流を図り

ます。 

・ 春の美術館めぐりと花回廊 

 

・ 春の山菜と新緑ハイキングを楽しもう 

 

・ 入笠山スズラン鑑賞と諏訪湖ウオーキン

グ 

 

・ 日本有数の高所湿原を歩こう 

 

・ 八ヶ岳天狗岳に登ろう 

 

・ 秋の味覚三昧 

 

・ 紅葉ハイキング 

 

・ 野沢菜漬けとそば打ち体験 

 

・ クリスマスの手作り小物と星空観察 

 

・ ミニ門松作り 

 

・ ジュニアスキー・スノーボード教室 

 

・ 冬のアウトドア体験  

 

４／１６・１７ 

 

5／１４・１５ 

 

６／１８・１９ 

 

 

７／２・３ 

 

９／９・１０・１１ 

 

１０／１５・１６ 

 

１１／１１・１３ 

 

１１／２６・２７ 

 

１２／３・４ 

 

１２／１７・１８ 

 

１／２１・２２ 

 

２／１８・１９ 

 

多摩市民館前発着の貸し

切りバスで送迎します。 

 

募集はホームページ、市

政だよりなどで。 

 

申込は毎回、はがき又は

Fax で。 

自然探検隊 
川崎と富士見の子ども各２０名程度を募集

し、川崎での活動、八ヶ岳での活動を通して、

川崎と富士見についての相互理解を図ると共

に、子ども同志の交流を図ります。 

① ６／２６ 

② ７／９・１０ 

③ １０／８・１０ 

青少年科学館と連携。 

川崎からの参加者は青少

年科学館が募集します。

（こども自然探検隊） 

森の探偵団 
年度当初に募集した３０名程度の家族が、四

季を通じた八ヶ岳の自然体験を通して、自然

への理解を深めると共に、親子や家族間の交

流を図ります。 

① ５／１３・１４・１５ 

② ８／２６・２７・２８ 

③ １０／２１・２２・２３ 

④ ２／２４・２５・２６ 

申込は年度初めに、はが

き又は Fax で。 

ふじみ星空観察

会 

近隣の人を対象にアストロハウスで毎月の星

座をたどると共に、大型天体望遠鏡で各種天

体を観望し、八ヶ岳の暗い夜空と宇宙への理

解を図ります。 

毎月 1 回 金曜日の１９：００～２０：３０

４/２２ ５/６ ６/24 

７/８  ９/２ 10/21 

11/18 12/２ １/２０ 

２/17  ３/２ 

参加費無料 

 

直接アストロハウスへお

出で下さい。 

八ヶ岳ふれあいイ

ベント 

土・日・祝日に利用するグループ、家族を対

象に、クラフトプログラムを提供する。内容

は 

・ バードコール  ・ 小鳥の巣箱 

・ 白樺クラフト  ・ その他 

土・日・祝日の午前 1 回 

午後 1 回 

夏休み期間中は除く 

予約が必要です。 

参加費無料 

材料費がかかる場合があ

ります。 

指導者研修会 
夏季利用団体の指導者、担当者の資質向上と、

団体相互間の交流連携を図り、よりよい八ヶ

岳での体験活動を行ってもらいます。 

未 定  

  

 

 

 

 

 

 

  

★★★★ 1 ヶ月に 1 回、少年自然の家の近況や主催事業の募集内容を記したメールマガジンを ★★★★

★★★★ 配信しています。配信希望の方はご連絡下さい。                 ★★★★

 

平成 23 年度 川崎市八ヶ岳少年自然の家年間イベント一覧表 

詳細は川崎市八ヶ岳少年自然の家のホームページをご覧下さい。

http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 
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催
し
も
の
案
内 

  

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
グ
ル
ー
プ
、

家
族
で
ご
利
用
い
た
だ
く
方
を
対
象
に
、

午
前
１
回
、
午
後
１
回
、
次
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
費
無
料
、
材
料
費
の
み
。
星
空
観

察
は
参
加
費
無
料
。
参
加
申
し
込
み
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト 

小
鳥
の
巣
箱
作
り
、
バ
ー
ド
コ
ー
ル
作

り
、
白
樺
ク
ラ
フ
ト
、
焼
き
板
ク
ラ

フ
ト
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
ま
す
。

八
ヶ
岳
で
の
思
い
出
に
、
自
分
で
作

っ
た
も
の
を
お
土
産
に
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

★ 

星
空
観
察 

 

１９
時
～
２０
時
30
分
ま
で
、
ア
ス
ト

ロ
ハ
ウ
ス
で
満
天
の
星
空
を
見
な
が
ら

折
々
の
星
座
観
察
と
、
大
型
天
体
望
遠

鏡
で
の
天
体
観
察
を
し
ま
す
。
星
雲
や

星
団
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

     

 
 

 
 

 
 

 

  

八
ヶ
岳
の
自
然
、
地
域
、
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
摩
市
民
館

前
発
着
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

● 

春
の
美
術
館
め
ぐ
り
と
花
回
廊 

・
近
隣
美
術
館
の
展
示
鑑
賞
と
山
里
の

美
し
い
桜
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
４
月
16
日
～
17
日
（
１
泊
２
日
） 

● 

春
の
山
菜
と
新
緑
ハ
イ
キ
ン
グ 

・ 

新
緑
の
八
ヶ
岳
高
原
を
ハ
イ
キ
ン

グ
し
な
が
ら
、
山
菜
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
ま
す
。 

・ 

５
月
14
日
～
15
日
（
１
泊
２
日
） 

 

● 

入
笠
山
ス
ズ
ラ
ン
鑑
賞
と
諏
訪
湖 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

・ 

一
面
に
咲
き
誇
る
80
万
株
の
ス
ズ

ラ
ン
の
鑑
賞
、
お
よ
び
さ
わ
や
か
な

諏
訪
湖
湖
畔
を
歩
き
ま
す
。 

・ 

６
月
18
日
～
19
日
（
１
泊
２
日
） 

費
用
、
内
容
、
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

  

３
月
末
で
第
一
期
５
年
間
の
指
定
管
理

業
務
が
終
了
し
、
４
月
か
ら
第
二
期
５

年
間
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
第
一

期
５
年
間
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
い

や
昭
和
52
年
の
開
所
以
来
33
年
間
管

理
運
営
を
受
託
し
て
き
た
経
験
を
存
分

に
活
か
し
、
第
二
期
に
臨
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
全
国
で
も
屈

指
の
規
模
を
誇
る
川
崎
市
八
ヶ
岳
少
年

自
然
の
家
と
し
て
、
利
用
者
数
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

周
辺
施
設
を
活
か
し
た
多
彩
な
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
い
く
ら
か
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
心
を
引
き
締
め
て

い
る
年
度
末
で
す
。 
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川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （社）富士見町開発公社 
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